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　文部科学省（2010）によると、平成 21 年 3
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【方法】
調査対象　教職科目の「教育心理学」を受講し
ている 1大学の 2 年生 117 名（男子 36 名、女
子 81 名）を対象とした。
























































性係数は α＝ .875、被侵害・不適応の因子は α
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Table 1　学校生活満足度尺度と充実感尺度の平均値と標準偏差













信の因子は α＝ .733、連帯の因子は α＝ .875、
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て 4群に分類された学生の、充実感尺度の 4つ
の下位尺度の標準得点の平均値を算出した。各



























域の特徴を Figure 2 に示した。結果、学校生























































㧔  㧕ౝߪᮡḰ஍Ꮕ㨜㧨㧘㨜㧨                        
Table 3　学校生活満足度尺度における 4群の充実感得点の分散分析結果
Figure 1　学校生活満足度尺度における 4群の充実感得点













































































































Figure 2 　学校生活満足度尺度における 4群の自我関与領域項目得点
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の充実方策について－ ｢総合的な学生支援｣ と ｢専
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